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Gビズポータルの主要機能
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一ヶ所で検索

行政手続棚卸調査等の情報や
生成AIを活用し行政手続情報と

補助金情報の検索が可能

➀ 横断検索

一ヶ所でやりとり

申請書類のやりとりをデジタル化
申請者、士業者、行政機関等の間での
事前相談や修正依頼の体験を効率化

➁ 電子ロッカー

一連の手続の確認

制度所管省庁を問わず複数の
必要な手続を一覧で案内

必要な手続を迷わず進められる

➂ 手続ジャーニー

本日説明する機能



申請書類のやりとりをデジタル化し、安全性と効率の向上に寄与

事業者 行政機関

書類（電子ファイル）を
URLで関係者間で共有・相談・提出できる

士業者等
（支援者）

書類アップ
ロード
・確認

書類アップ
ロード
・確認

書類アップロード
・確認

GビズIDでログイン
本人確認が容易

チャット機能で
やり取り可

電子ロッカー｜提供機能と価値
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さまざまな申請プロセスのポイントで活用可能

電子ロッカー｜活用のケース

ケースA
行政機関へファイルの受け渡し

ケースB
事業者・支援者間での活用～事前相談

準備

ケースC
事前相談から行政機関への申請・補正・交付等のやり取りまで一元化

事前相談 提出 確認・審査 交付



完了
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GビズIDで本人確認できて安全に書類を受け渡し

電子ロッカーの活用ケース｜行政機関へファイルの受け渡し

申請者の
電子ロッカー

GビズIDで安全に
受け渡しできる

ファイルの
ダウンロード

GビズIDログイン・
アップロード・

共有*1

共有の通知の
受け取り

書類の
確認

結果の
連絡

（メール,  電子ロッカーの
フォルダチャットなど）

準備 提出 確認

行政機関

申請者
（事業者）

ケースA.  受け渡し

*1: フォルダの共有は、行政機関のGビズIDまたはメールアドレス（メールワンタイム認証方式）に対して行う想定
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まずは新規の手続き立ち上げ時や、既存の受け渡しをセキュアに

電子ロッカー｜手続きでの導入のポイント

❷ ファイルの受け渡しを
もっとセキュアにできる
（脱・Zipファイル&パスワード後送）

❶ 新規の申請受付手段を
迅速かつ

セキュアに立ち上げできる

新
規
制
度

既
存
制
度

ファイルの受け渡し チャットでのやり取り 双方向の受け渡し

❸ 窓口来庁なしで
事前相談,  

審査・協議に関する
引き継ぎも便利に

❹ 事前相談から
申請・書類の交付まで

オンラインで
完結できる

手続きプロセス全体におけるオンライン化・手続きコスト削減の度合い



電子ロッカーを用いた実際の操作について
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3ステップで書類の受け渡し・やり取りが可能

電子ロッカーを用いた実際の操作について

準備 提出 確認

行政機関の
操作

申請者の操作
（事業者）

申請用フォルダの作成,
ファイルのアップロード

必要に応じたチャットでの
やり取り申請用フォルダの共有

ファイルのダウンロード,
必要に応じたチャットでの

やり取り
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1-1.  申請用のフォルダを作成し、ファイルをアップロードする

「新規追加」を選
択し作成・ファイ
ルのアップロード

準備 提出 確認 申請者の操作
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2-1.  フォルダを共有する

フォルダ名横の
「. . .」をクリック→
「共有」をクリック

準備 提出 確認 申請者の操作
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2-2.  フォルダを共有する

❶ 共有方法を選択
詳細はP24参照

❷ 申請先のメールア
ドレスを入力して
「追加」をクリック
して「送信」から共
有

準備 提出 確認 申請者の操作
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3-1.  共有フォルダへのアクセス（ワンタイムパスワード認証の場合）

準備 提出 確認 行政機関の操作

❶ アクセスURLをク
リック

❷ 共有されたメール
アドレスを入力
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3-1.  共有フォルダへのアクセス（ワンタイムパスワード認証の場合）

準備 提出 確認 行政機関の操作

❷ ワンタイムパス
ワードを入力

❶ ワンタイムパス
ワードの確認（コ
ピー）
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3-2.  ファイルのダウンロード

準備 提出 確認 行政機関の操作

確認する書類を選択
し「ダウンロード」
をクリック



15

3-3.  チャットでのやり取り

準備 提出 確認 申請者の操作 行政機関の操作

チャットでのコメン
ト・画像添付による
やり取り、メールア
ドレス宛への通知が
可能

フォルダ画面の
「チャットをクリッ
ク」
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電子ロッカーのフォルダ構成について（行政機関の視点の場合）

電子ロッカー仕様

「自組織のフォルダ」
自組織の電子ロッカー上で自
身がアクセス権限を持つファ
イルが表示

GビズID宛で
共有の場合

申請者
（事業者）

審査者
（行政機関）

メール認証で
共有の場合

メール
記載のURL

フォルダ

書類

書類

（事業者の組織名）

（共有フォルダ名）

書類

（共有フォルダ名）

「他組織のフォルダ」
GビズID宛に他組織からアクセ
ス権限が付与された他組織の
ファイルが表示

（共有フォルダ名）
メール認証で共有されたファ
イルが表示

Gビズポータル
メニュー

共有された時に
受信するメール



• フォルダの共有方法には3種類あります
• ➁のメールアドレスによるワンタイムパスワード認証でGビズID以外にもセキュアに共有が可能
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フォルダの共有方法について

電子ロッカー仕様

共有先のパターン 共有方法 設定できる権限

➀GビズIDを持っている GビズIDユーザーに共有 全操作権限・編集権限・参照権限

➁GビズIDを持っていない
それ以外のユーザーに共有

（メールアドレスによるワンタイムパス
ワード認証）

編集権限・参照権限

➂GビズIDなし・閲覧のみ URLで共有
（パスワード認証）

参照権限のみ
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電子ロッカー利活用に向けた案内

サービスについて詳しく
知りたい

Gビズポータルのサービス概要や特徴について
ご確認いただけます

サービス紹介サイト →

電子ロッカーの操作感や
仕様について知りたい

事業者/支援者/審査者向けにそれぞれマ
ニュアルをご確認いただけます

電子ロッカーマニュアル →

https://services.digital.go.jp/gbiz-
portal/

https://services.digital.go.jp/gbiz-
portal/guide/locker/

https://services.digital.go.jp/gbiz-portal/
https://services.digital.go.jp/gbiz-portal/guide/locker/
https://services.digital.go.jp/gbiz-portal/guide/locker/
https://services.digital.go.jp/gbiz-portal/
https://services.digital.go.jp/gbiz-portal/guide/locker/
https://services.digital.go.jp/gbiz-portal/
https://services.digital.go.jp/gbiz-portal/
https://services.digital.go.jp/gbiz-portal/
https://services.digital.go.jp/gbiz-portal/guide/locker/
https://services.digital.go.jp/gbiz-portal/guide/locker/
https://services.digital.go.jp/gbiz-portal/guide/locker/
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